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左手書字での紙の置き方と字形の関係に関する分析的研究 

―毛筆書写と硬筆書写の比較― 
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１．はじめに ―左利き者の書字及びその学習指導に関する研究の必要性― 

筆者は，拙稿①「左利き者の望ましい硬筆筆記具の持ち方に関する文献的考察 ―書写

教育の見地から―」（『書写書道教育研究 第 20 号』，2006，pp.30-40）で， 
○日本での左利きに関する社会的・文化的圧力は強く，その中でも書字に関しての疑問や

不安は大きな比重を占めること。

○昭和 22 年版から平成 10 年版（拙稿①載録時の現行版）までの文部省／文部科学省発行・ 
告示『小学校学習指導要領』において，左利きの児童の学習指導に関する内容は，昭和

26 年版に「左ぎきの児童は，無理に右手で書かせない。左ぎきが正常な児童は，左手で

書かせてもよい。」と記されているのみであること。また，拙稿①載録時に現行の文部

科学省検定済小学校書写用教科書でも，全書において左手書字に関する記述はないこと。 
等といった実状を明らかにし，これまでの書写書道教育の分野では，非利き手で書字させ

る指導の是非や左利き者のための書字指導に関して研究を重ねる機会が乏しかったことを

指摘した。その上で，利き手及び左利きに関する先行研究として，生物学・心理学（主と

して大脳生理学・神経生理学・神経心理学・発達心理学・教育心理学）の分野における，

左利き及び左利き者１の書字に関する文献的な考察を行った。以下にその概要をまとめる。 
○利き手の変更は脳機能の変更をもたらさない。利き手の成因から「矯正」を考える場合，

左利きを無理に右利きに変えることは有害無益だとするものが多い。

○生物学及び心理学の分野での諸論文に立脚した際，書字という行為のために左利きを右

利きに変更させなければならない決定的な論拠は皆無である。

左利きの児童・生徒への書写指導において最も重視すべきことは，「左利きである」という

児童・生徒の実態である。「利き手」との観点から右手と左手の平等性に立脚し，左利きの

児童・生徒が無理なく書字に臨めるよう，左利き者の立場に立った書字及びその教育の在

り方を探究していくことが必要である。

２．左手書字に有効な紙の置き方に関する検証 

書字活動，特に毛筆による書字は，左利き者の最も大きな関心事の一つと推察できる。 
古来毛筆によって書き継がれてきた漢字と仮名は，毛筆特有の機能によって文字の骨格

を形成してきた。従って，漢字・仮名文字の基本的な原理は，毛筆を使用してみることで
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理解が促されると考えられる。しかし，従来の毛筆書写の学習は，右手書字が前提となっ

て展開されてきたと言っても過言ではない。左手書字者にとって，右手書字者と同様に，

毛筆書写の学習がより有効に機能することで，望ましい書写技能が習得できるような学習

指導の在り方を検討することが必須となる。 
2.1『左きき書道教本』における左手書字のための紙の置き方 

本論考では，左利き者が無理なく書字するための要件の一つとして書字者に対する紙の

置き方を挙げ，その方法を具体的に提唱した文献・箱崎総一編『左きき書道教本』（左利き

友の会 1972）について，書写指導の見地から検証を試みる。 
箱崎は，左手書字の特性を考慮した上で，左手書字に特有な問題を合理的に解決する方

策として，半紙の置き方に関し，「斜めがき筆法」「横がき筆法」「正座筆法」の３種を提唱

した。「斜めがき筆法」とは，半紙を机の縁から約 45 度左方向へ傾けて書字する方法であ 
る。この方法では，左手で左から 
右へと真横に押して書く横画が斜 
めに引く線へと変化するため書き 
やすくなる。「横がき筆法」とは， 
半紙を 90 度横に寝かせて書字す 
る方法である。この方法で書字す 
ると，書かれた文字は横に寝た形 
になるが，左から右へ押す線が上 
から下へ引く線に変化し，上下に 

引かれた線は右から左へ引く線に 

右下「斜めがき筆法」 左上「横がき筆法」 左下「正座筆法」 変化するため，左手書字にとって 

（箱崎総一編『左きき書道教本』，1972，pp.32-36）   書きやすくなる。「正座筆法」とは， 

右手書字の場合と同様に半紙と机の縁との角度を 90 度にした上で，半紙を書字者の体の

中心線から左側へずらす方法である。この方法によると，筆記具の軸を右側に傾斜させや

すくなるため，左手書字においても左から右へ線を引くことが可能となる。 
本論考では，まず，上記３種の半紙の置き方の毛筆書写における有用性について検証す

る。次に，その結果を拙稿②「左手硬筆書写における用紙の置き方と字形の関係について

の試論 ―書写指導の観点から―」（『信大国語教育 第 24 号』，2014，pp.1-12）での硬筆

書写の場合における結果と比較考察する。 
2.2 調査内容と分析方法 

左手毛筆書字に関する検証にあたっては，本来ならば左手書字者のみを対象として調査

分析を行うべきである。しかし，データ分析に充分な人数の調査対象者を集めることが困

難なため，本論考では，仮に右手書字者が左手での書字を試行するといった暫定的な調査

方法を用いて考察を試みる。また，暫定的な調査対象者の負担を極力軽減し，かつ「国語

科書写」の学習において左手書字者に有効な指導方法を模索するとの観点から，以下の方
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法により調査・分析を試みる。 
○調査対象者の毛筆の構え方及び執筆法は，文部科学省検定済中学校書写用教科書に明示 
されているもの（大筆…懸腕法で単鉤法もしくは双鉤法．小筆…提腕法もしくは枕腕法 
で単鉤法もしくは双鉤法）を鏡像にして左手へ持ち替えた形態とする。 

○半紙の置き方は，a.体の真ん中に真っ直ぐ置く方法 b.「斜めがき筆法」 c.「横がき筆 
法」 d.「正座筆法」の４種とし，a→b→c→d の順番で書写し比較することを確認し， 
指定の執筆法と半紙の置き方を固定・統一する。 

○大筆では半紙を４等分割（４つ折）した枠内に単体文字を，小筆では半紙を縦長に４等 
分した行に縦書き及び横書きの書式で文章を書写する。なお，調査対象とする文字（以 
下「課題文字」）は分析考察に必要な要素を備えた平易なものを少数用いることとする。 
１) 大筆大字に関する調査で用いる課題文字は，日本で日常的に用いる文字が持つ基本 
  的な点画要素（はね・折れ・曲がり・反り・払い）を備えた漢字５字と仮名の特徴 

である右回転を主軸とした平仮名４字，及び左回転の平仮名１字の計 10字とする。 
調査に先立ち，基本線である横画と縦画も試書する。なお，課題文字 10 字の具体 
的な選出理由と本調査での着目点は次の通りである。 

ⅰ.「北」…拙稿③（小林,2005,pp.75-84）２及び「手書き漢字字形の多様性に関する 

基礎研究」（堀・押木,1997,pp.15-24）の「横画からのはね」に関する結 

果３を受けて，５画目のはねに着目。 
ⅱ.「月」…拙稿③及び「文字を書くことに関するアンケート 集計結果」（全国大学書 
     写書道教育学会,1996,pp.121-135）から「日」に関する結果４を参照して， 

２画目の転折部(折れ)とはねに着目。 
ⅲ.「式」…反りを持つ平易な漢字として，５画目に着目。 
ⅳ.「光」…拙稿③を受けて，５画目の左払いと６画目の曲がりに着目。 
ⅴ.「近」…拙稿③及び「手書き漢字の右はらいの運筆における研究」（小柴,1999,pp.22- 

27）の「右払いの運筆」に関する結果５を受け，二節払いの出現率が高くか 

つ個人内変動がない割合の高い文字の例として，最終画の右払いに着目。 
ⅵ.「の」「り」…拙稿③及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」（小 

竹,2004,pp.41-50）での結果６を受けて，はね(字源となる漢字の終筆 

部)の方向が転じた右回転の平仮名として，終筆部(払い)に着目。 
ⅶ.「ろ」…拙稿③及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」での結果 

       を受けて，縦書きの中で生成された「連係ストローク」が残存しかつ横書 
きにより「連係ストローク」に損傷を生じる右回転の平仮名として，終筆 

部(払い)に着目。 
ⅷ.「つ」…拙稿③及び「横書き書字における平仮名の字形的損傷について」での結果 

       を受けて，払い(字源となる漢字の終筆部)の方向が転じ，かつ横書きによ 

って終筆部の変形が目立つ右回転の平仮名として，終筆部(払い)に着目。 
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ⅸ.「ん」…拙稿③を受けて，右回転の平仮名に対する左回転の平仮名の例として，終 

       筆部(払い)に着目。 
２) 小筆を用いた縦書き・横書き（縦方向・横方向の書字運動）の相違に関する調査に 
  おいて対象とする文章は，大筆大字での課題文字 10 字を単純に羅列したものとす 

る。（よって文章としては意味を持たない。） 
○調査は，2005 年度に筆者が担当した授業（高等学校芸術科書道）の受講者中，高校２年 
生 52 名（右手書字者 50 名・左手書字者２名）を対象として，2005 年度末に実施した。 
年度末に高校２年生を対象として本調査を行った理由は，当該学年の書道選択者は，義 
務教育段階（小・中学校）での国語科書写の学習を修了し，かつ高等学校芸術科書道に 
関しても「書道Ⅰ」及び「書道Ⅱ」の全内容を履修しており，毛筆の扱いに慣れ親しん 
でいることから，通常用いない手での毛筆書写への試みも，他者の場合に比べて比較的 
難色を示さずに取り組める可能性が高いと推測したことによる。 

○調査対象者には，文字の基本点画に関する筆使いを改めて確認（毛筆書写の基本点画を 
示したプリントを配布し，筆者の示範を視写）し，各課題文字のポイントとなる要素を 
認識させた上で，字形が整っていて読みやすい（＝書写的に望ましい）楷書で書くよう 
に指示する。ただし，課題文字は明朝体活字で提示し，毛筆での文字例は示さない。 

○調査対象者へのアンケートから，左手毛筆書写の際書きやすく感じた半紙の置き方とそ 
の理由，及び書きにくく感じた半紙の置き方とその理由を集約し，考察する。また，４ 
種それぞれの半紙の置き方で書写した課題文字での各点画要素の用筆や形状・字形には， 
大筆大字単体・小筆縦書き・小筆横書きの別でどのような違いが生じたか分析する。 

○以上の調査での課題文字を用いて実施した硬筆書写の場合における分析結果（調査方法 
で特に注意を要する点を以下に列記．他の詳細は拙稿②参照）との比較考察を行う。 

◦硬筆筆記具（鉛筆かシャープペンシル）の持ち方は，拙稿①で仮定したいわゆる「左利き 
者の望ましい硬筆筆記具の持ち方」７とする。 

◦調査対象の文字は２㎝四方の枠内に書写する。 
 
３．調査結果及び比較考察 

※［表１］～［表３］中 a：体の真ん中に真っ直ぐ置く b：斜め置き c：横置き d：左側 

［表１］４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた割合 

○＝書きやすい ×＝書きにくい ／ ◎:50％以上 ●:30％以上 50％未満 ▲:10％以上 20％未満 △:10％未満 

Ａ.毛筆書写の場合 

 一 ｜ 北 月 式 光 近 の り ろ つ ん   

横

画 

縦

画 

横画→ 

はね 

は

ね 

折

れ 

反

り 

曲がり 左払い 右払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

左回転

→払い 

縦書き 横書き 

○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
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a △ ◎  ●    ▲     ▲ ●   ▲ ● ▲   ▲  ▲   ▲     ▲ 

b  ●  ●  ● ●  ▲ ●  ● ▲ ●  ●  ●   ▲ ●  ● ▲ ● ▲  ▲  ▲ ● 

c  ▲ ●   ●  ● ●   ● ● ▲ ▲ ● ● ●  ● ●  ●   ●  ● ▲ ◎  ● 

d ◎ △ ● ▲ ● △  ▲  ▲ ● △ ● ▲ ●  ● ▲ ● △ ● ▲  ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ 

Ｂ.硬筆書写の場合 

 一 ｜ 北 月 式 光 近 の り ろ つ ん   

横

画 

縦

画 

横画→ 

はね 

は

ね 

折

れ 

反

り 

曲がり 左払い 右払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

右回転

→払い 

左回転

→払い 

縦書き 横書き 

○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 

a ●  ● △   ● ▲  △ ▲ ▲   ● ▲  ▲ ● ▲ ▲ ▲  ▲ ● ▲    ▲   

b ●  ▲ ●     ▲ ● ▲ ● △ ● ▲    ▲ ▲  ▲ ▲ ● ▲ ●   ▲ ● △ ● 

c ●    ▲   ◎ ▲ ● ●     ●  ● ● ●  ◎ △ ●  ●  ● △ ◎ ▲ ◎ 

d   ●  ●       ▲ ● ▲ ▲ ▲      △         ▲ ▲ 

 

［表２］４種それぞれの置き方を「書きやすい」・「書きにくい」と感じた理由 〔特徴的なものを抜粋〕 

Ａ.毛筆書写の場合〔特に着目する理由を斜体で表示〕 

 a 真っ直ぐ b 斜め置き c 横置き d 左側 

書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 

横画 

 筆を押すの

で。線に手が

被る。 

 手元が隠れて

見えない。 

縦画と同じ感

覚。 

「一」との字と

すれば不自然。 

筆を引くの

で。 

線が見える。 

 

反り 

 変な摩擦があ

る。手が覆い

かぶさる。 

 反り具合が不

明。筆が毛羽

立つ。 

 どれくらい反

ればいいかわ

からない。 

手を中に戻す

だけ。線が見

える。 

 

左払い 

   斜め上には手

を動かしにく

い。 

 上方向に払い

難い。不自然。 

自然に手が動

く。 

体から一番遠

い。（離れる。） 

右払い 

 筆を押す形に

なる。腕が苦

しい。 

 腕を動かしに

くい。摩擦が

ある。 

縦線を抜く感

覚。手前に引

くだけ。 

右払いの特徴

がつかめない。 

自分の方へ引

くことにな

る。 

 

右回転 

 回転が苦し

い。手元が見

えない。 

手が滑らかに

動く。払いや

すい。 

筆を“押す”

ため。手元が

見えない。 

他の用筆に変

わる。 

不自然な筆使

いになる。 

腕を抜く方向

が自然。線が

見える。 

左からさらに

左は書きにく

い。 

左回転  手がつまった    本来の形がわ 体に向かって  
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感じ。 からなくなる。 筆を運べる。 

縦書き 

一直線に並

ぶ。 

筆を押すのは

不自然。 

 字の向きがわ

からなくなっ

てしまう。 

書いていると

ころが見え

る。 

書いているこ

とがわからな

い。 

左手の前で書

き易い。自然。 

全体的に体か

ら離れる。 

横書き 

全体像が見え

る。 

押す形は不安

定。 

 字が斜めにな

ってしまう。 

縦書きにな

る。 

頭が混乱する。 動かしやす

い。 

左側の字が遠

い。 

Ｂ.硬筆書写の場合〔特に着目する理由を斜体で表示〕 

 a 真っ直ぐ b 斜め置き c 横置き d 左側 

書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 書きやすい 書きにくい 

縦画 

 腕が体に近す

ぎる。 

 紙に連動して

字が斜めにな

る。不自然。 

  脇が締まる。左

手が自由に動

く。 

 

はね 

   体が邪魔する。

はねる方向が

つかめない。 

外側から内側

に向かうので

手が安定する。 

はねる方向が

わからない。

不自然。 

手が体と交差

しなくてすむ。

楽に書ける。 

 

折れ 

体と正対して

いる。 

直角に曲げに

くい。 

 直角に曲がら

ない。 

手元が見える。 縦から横の動

きは不安定。絵

を描く感覚。 

手元が見える。  

反り 

  真っ直ぐ手を

下ろすだけな

ので。 

手元が見えな

い。つまった感

じになる。 

手元が見える。 直線的になる。

右から左への

線になる。 

体に引きつけ

るので。手元が

見える。 

 

曲がり 

 手が邪魔にな

って見えない。 

 自分の手が邪

魔で見えない。 

線が見える。右

→左→下へと

引くから。 

 手元が見える。

体と腕の間に

空間がある。 

 

右回転 

体と正対して

左右均等の動

きをする。 

払いにくい方

向になる。 

手元に引きつ

ける。丸みを出

しやすい。 

下から上への

払いは書きに

くい。 

 左斜め上方向

には払いにく

い。不自然。 

最も右の部分

も体の左側で

体勢が楽。 

体から離れて

いく。払いにく

い方向。 

縦書き 

     字を書く感覚

がない。行の

中心がとれな

い。 

  

横書き 

     文字を書く感

覚がない。手

元が見えない。 

 左にいくほど

手がきつくな

る。 
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［表３］４種それぞれの置き方での各基本点画における望ましい用筆・形状・方向の出現率 

Ａ.毛筆書写の場合〔特徴的なものを抜粋〕◎：100～90％ ○：89～80％ ●：79～60％ △：40～21％ ×：20～０％ 

［単 体］ 点 画 要 素 a b c d ［単 体］ 点 画 要 素 a b c d 

横 画・始筆部の角度 △    〈り〉・払いの用筆 ○ ○ ◎ ◎ 

・始筆部と終筆部との角度の変化 △ △ △ △ ・穂先をまとめながら払う ●  ● ○ 

縦 画・始筆部の角度  △   〈ろ〉・穂先をまとめながら払う ●  △  

・終筆部の角度 × △ △ × 〈つ〉・払いの用筆 ◎ ○ ◎ ◎ 

・始筆部と終筆部との角度の変化 × × △ × ・穂先をまとめながら払う ●  △ ● 

横画からのはね・三角形  △ ● ● ・左斜め下に払う   ●  

       ・真上にはねる ● ● ○ ○    ・右回転曲線部が丸みの用筆 ○ ◎ ◎  

       ・一旦筆をとめてはね出す ● ● ◎ ◎ 左回転・右斜め上に抜く ○ ●  ○  

折 れ・折れの用筆 ○ ○ ◎ ○  ・穂先をまとめながら抜く・ ●  △ ● 

   ・折れ前後の縦画と横画の太さの変化  △ ×   ・山部転折部が折れの用筆 ●   ●  

   ・角度が 90° ●  ●  
［書 式 別］点 画 要 素 

縦 書 き 横 書 き 

は ね・はねの用筆 ◎ ◎ ○ ◎ a b c d a b c d 

   ・三角形   △ ● 横画からのはね・はねの用筆 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 

反 り・一気に運筆 ● ○ ◎ ◎ 折 れ・折れの用筆 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 

   ・反りの形状 ○ ○ ○ ◎ は ね・はねの用筆 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

左払い・払いの用筆 ● ○ ◎ ◎ 反 り・反りの用筆 ◎ ● ● ○ ○ ○ ○ ◎ 

   ・穂先をまとめながら払う  △ △  左払い・払いの用筆 ● ● ○ ● ● ● ○ ● 

曲がり・曲がりの用筆 ○ ● ● ◎ 曲がり・曲がりの用筆 ● ● ● ●  ●   

右払い・二節払い ● ● ● ○ 右払い・二節払い  △ ×  △ △ ×  

   ・文字より右払いの右端が長い ◎ ◎ ○ ◎ ・文字より右払いの右端が長い ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ 

   ・三角形 ●  △  〈の〉・払いの用筆 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 

   ・水平方向に払う ○   ●   ・左斜め下に払う ● ● ● ○  ● ● ● 

  ・右払い直前まで徐々に太さが増す △ △ △  〈り〉・払いの用筆 ◎ ◎ ○ ○ ○ ● ○ ● 

右回転〈の〉・払いの用筆 × ×  ◎ 〈つ〉・右回転曲線部が丸みの用筆 ● ○ ○ ● ● ● ● ○ 

・穂先をまとめながら払う ○ × × ○ 左回転・右斜め上に抜く ● ● ● ○ ● ● ● ◎ 

・左斜め下に払う ◎ × × ◎    ・山部転折部が折れの用筆 ●  △ ●   △  

Ｂ.硬筆書写の場合〔特徴的なものを抜粋〕◎：100～90％ ○：89～80％ ●：79～60％ △：40～21％ ×：20～０％ 

［単 体］ 点 画 要 素 a b c d ［単 体］ 点 画 要 素 a b c d 

横画からのはね・真上にはねる  ● ●  左回転・抜く用筆 ○ ○ ○ ◎ 

折 れ・折れの用筆 ○ ○ ◎ ◎ ・右斜め上に抜く ●   ● 

   ・角度が 90° ●   ●    ・山部転折部が折れの用筆 ● ●  ● 
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は ね・はねの用筆 ◎ ◎ ◎ ◎ 
［書 式 別］点 画 要 素 

縦 書 き 横 書 き 

反 り・一気に運筆 ○ ● ● ○ a b c d a b c d 

   ・反りの形状    ● 横画からのはね・はねの用筆 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ 

左払い・払いの用筆 ● ○ ● ○ 折 れ・折れの用筆 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

曲がり・曲がりの用筆 △ △      ・角度が 90° ○   ● ●   ● 

右払い・二節払い ● △ △ ● は ね・はねの用筆 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 

   ・文字より右払いの右端が長い ● ● ● ○ 反 り・反りの用筆   △ ●  △  ● 

   ・水平方向に払う △ × × ● 左払い・払いの用筆 ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● 

   ・斜線部角度が 10°＜ｘ≦20° △ △ △ △ 曲がり・曲がりの用筆   △ ● △ △ △  

右回転〈の〉・払いの用筆 ○ ○ ◎ ○ 右払い・二節払い   △ ●  △   

・左斜め下に払う ● ◎ ◎ ● ・文字より右払いの右端が長い ●   ● ○ ● ● ○ 

   〈り〉・払いの用筆 ● ● ○ ◎ 右回転〈の〉・払いの用筆 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ○ ○ ◎ 

〈ろ〉・払いの用筆 ● ● ○ ●      ・左斜め下に払う ● ● ● ○ ○  ● ○ 

・左斜め下に払う ×    〈り〉・払いの用筆 ● ● ● ○  ● ● ○ 

・右回転曲線部が丸みの用筆 ●  ● ●    〈ろ〉・左斜め下に払う  △ ●    ●  

   〈つ〉・払いの用筆 ○ ○ ○ ◎ 〈つ〉・曲線部が丸みの用筆 ● ●  ●  △  ● 

・左斜め下に払う ● ● ● ● 左回転・右斜め上に抜く ● ● ● ● ● ○  ● 

     ・右回転曲線部が丸みの用筆 ●  ● ●    ・山部転折部が折れの用筆 ● ●  ○ ● ●  ● 

 

※以下，顕著な特徴を示すグラフを抜粋して提示。 

3.1 横画に関する分析結果 

64 30 6

24 64 12

16 44 40

8 30 62

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ１-毛 「一」（横画）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

25.7 51.4 22.9

37.1 42.9 20

34.3 42.85 22.85

31.4 40 28.6

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ１-硬 「一」（横画）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

28 18 810148824

32 22 412128280

24 1610 20 26 4000

24 166101828124

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ２-毛 「一」始筆→終筆（％）

45゜→
45゜

45゜→
90゜

45゜→
135゜

90゜→
45゜

90゜→
90゜

90゜→
135゜

135゜→
45゜

135゜→
90゜

135゜→
135゜

 
毛筆では，半紙を真っ直ぐ置いた場合に書きにくさが高い数値を示すのに対し，左側に

置いた場合は真っ直ぐ置いた場合と正反対の数値を示す。斜め置きは真っ直ぐの場合と同

様な傾向を示し，横置きでは曖昧な感覚を示す割合が高い。毛筆でのこうした顕著な特徴

に対し，硬筆では４種の置き方による大きな差異が見られない。 
書きやすい理由には，毛筆で左側の場合「筆を引くので」が挙げられる。また，横置き
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では，「縦画と同じ感覚で書ける」といった，他の点画要素に転じたプラス評価がなされる。

一方，書きにくい理由には，毛筆で真っ直ぐの場合に「筆を押すので」が挙げられる。 
毛筆の場合，始筆部の角度は４種ともに半数前後が 45°の角度になり，終筆部の角度も

半紙の置き方による違いは見られない。始筆部と終筆部との角度の変化は，４種ともに「始

筆部 45°→終筆部 45°」が２～３割となり，最も高い割合となる。しかし，真っ直ぐの

場合は「90°→90°」「45°→90°」も２割弱を占め，他の置き方ではほとんど見られな

い「135°→90°」「135°→45°」も１割前後を占める。横置きでは，真っ直ぐの場合や

斜め置きではほとんど見られない「90°→135°」が１割弱存在する。左側の場合も横置

きと同じ傾向にあるが，真っ直ぐの場合に見られる「135°→45°」も１割弱存在する。 
3.2 縦画に関する分析結果 

38 46 16

42 32 26

22 48 30

16 54 30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ３-毛 「｜」（縦画）（％）

書きやすい

どちらでも
ない

書きにくい
（左手で書
くには不向
き）

31.4 42.9 25.7

28.6 42.8 28.6

14.3 54.3 31.4

37.1 54.3 8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ３-硬 「｜」（縦画）（％）

書きやすい

どちらでも
ない

書きにくい
（左手で書
くには不向
き）

 
硬筆では，真っ直ぐ・左側の場合での「書きやすい」の割合が高く，毛筆では，横置き・

左側の場合での「書きやすい」の割合が高い。真っ直ぐの場合は硬筆と毛筆で反対の数値

を示す。なお，書きやすい理由に毛筆の横置きで「横線の感覚」が挙げられ，左手で書き

にくい点画要素が横置きによって他の点画要素へ転じたことにプラス評価がなされている。 
3.3 「横画からのはね」に関する分析結果 

硬筆毛筆ともに「書きやすい」の割合は左側の場合が高く，「書きにくい」の割合は左

側の場合が低い。また，毛筆では，左側と横置きで真上にはねる割合が高い数値を示すの

に対し，硬筆では毛筆での場合より右上方向へはねる率が上がる。 
毛筆の場合，望ましい三角の形になる割合は，左側の場合で７割弱，横置きで６割強に 

34 58 8

26 44 30

20 48 32

28 46 26

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ４-毛 「北」５画目（はね）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

40 40 20

17.1 54.3 28.6

20 51.4 28.6

20 57.1 22.9

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ４-硬 「北」５画目（はね）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

16 82 2

14 80 6

26 66 8

24 72 4

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ５-毛 「北」はねの方向（％）

左上方
向

真上

右上方
向
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34.3 57.1 8.6

23.5 61.8 14.7

23.5 61.8 14.7

27.3 57.55 15.15

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ５-硬 「北」はねの方向（％）

左上方
向

真上

右上方
向

66 4 30

64 12 24

40 34 26

42 24 34

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ６-毛 「北」はねの形（％）

三角

細長い
とげ

穂先が
開いて
真上に

100 00

94 60

72 4 24

70 4 26

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ７-毛 「北」横画からのはねの書き方（％）

横画→
（止ま
る）→
はね

横画→
（止まら
ず）→
はね

横画→
（離す）
→はね
を付け
加える

 
上る一方，真っ直ぐの場合と斜め置きでは４割程度に留まる。また，横画からはねへの用

筆は，左側の場合 10 割が一旦筆をとめてからはね出す，いわゆる望ましい用筆であるの

に対し，真っ直ぐの場合と斜め置きでの２～３割は，横画部分で筆を引き上げ，改めて筆

を入れ直してはねを加えている。 
3.4 転折部（折れ）に関する分析結果 

88 6 42

90 424

80 8 4 8

82 14 22

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ８-毛 「月」２画目（折れ）（％）

折れ

曲がり

二挙動

折り返し

94.3 05.7

91.4 5.72.9

88.6 5.75.7

85.7 5.78.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ８-硬 「月」２画目（折れ）（％）

折れ

曲がり

二挙動

 

54 14 32

70 8 22

46 14 40

76 12 12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ９-毛 「月」転折部の角度（％）

90°

90°以下

90°以上

68.6 5.7 25.7

57.2 11.4 31.4

54.3 11.4 34.3

68.6 8.6 22.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ９-硬 「月」転折部の角度（％）

90°

90°以下

90°以上

 
 硬筆では，斜め置き・横置きでの「書きにくい」の割合が高く，真っ直ぐの場合「書き

にくい」の割合が低いのに対して，毛筆では，斜め置きでの「書きにくい」の割合が高く，

左側の場合「書きにくい」の割合が低い。用筆に関しては，硬筆・毛筆で類似した傾向を

示す。双方ともに左側・横置きで折れが出現しやすい。折れの角度が鈍角になる割合は，

硬筆の場合斜め置き・横置きで高く，毛筆では斜め置き・左側の場合に高い。 
3.5 はねに関する分析結果 
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28 60 12

12 46 42

32 46 22

26 58 16

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ10-毛 「月」２画目（はね）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

28.6 51.4 20

22.9 25.7 51.4

22.85 54.3 22.85

37.2 51.4 11.4

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ10-硬 「月」２画目（はね）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

60 6 28 6

35.5511.135.55 17.8

49.6 32.710.210.2

45.8 31.3 16.66.3

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ11-毛 「月」はねの形（％）

三角

とげ

だんご

穂先が
開いた
まま

 
硬筆毛筆とも，「書きにくい」の割合は横置きで高く，真っ直ぐ・左側の場合に低い。

書きにくい理由に，横置きでは硬筆毛筆で「普通この方向にはねる文字はないので」，毛筆

で「強引に筆を押すようにしないと書けない」が挙げられる。真っ直ぐの場合書きにくい

点画要素が横置きにより他の点画要素に転じた結果書きやすくなる例が多い中，はねに関

しては他の点画要素への変化がマイナスに作用すると言える。また，硬筆では全ての置き

方で 10 割がはねの用筆になる反面，毛筆では横置きの１割が止めの用筆になる。さらに，

毛筆では，左側の場合の６割が望ましい三角の形になる一方，横置きの場合，三角形と丸

い団子状になる割合は各々３割強，穂先が開いて同一の太さではねる割合は２割弱に上る。 
3.6 反りに関する分析結果 

40 56 4

28 42 30

24 34 42

24 52 24

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ12-毛 「式」５画目（反り）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

28.6 57.1 14.3

37.1 34.3 28.6

14.3 45.7 40

17.15 65.7 17.15

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ12-硬 「式」５画目（反り）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

96 4

96 4

82 18

78 22

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ13-毛 「式」５画目 用筆（％）

一気
に

筆が
滞る

 

88.6 11.4

68.6 31.4

62.9 37.1

80 20

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ13-硬 「式」５画目 用筆（％）

一気
に

筆が
滞る

90 262

88 642

80 20 00

88 642

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ14-毛 「式」５画目（反り）（％）

反り

直線

折れ

曲がり

65.7 14.3 20 0

45.7 17.1 34.3 2.9

51.4 22.9 25.70

57.15 17.1525.70

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ14-硬 「式」５画目（反り）（％）

反り

直線

折れ

曲がり
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10 22 64 4 12 220

8 20 62 8 16 040

2 14 0 44 10 14 12 40

432 58 4 14 6 42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ15-毛 「式」５画目太さ（始①→中②→終③）（％）

①＝③＞②

①＜②＜③

①＞②＞③

太さ一定

①＞②＝③

①＜②＝③

①＝②＜③

①＝②＞③

①＝③＜②

総じて毛筆の場合より反りの形状が出現しにくく，特に横置きではその割合が半数に満た

ない。なお，毛筆において，線の太さの望ましい変化（送筆部で線が細くなる）が現れる

割合はどの置き方でも一様に低い。 
3.7 左払いに関する分析結果 

94 402

96 800

82 16 02

76 16 62

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ16-毛 「光」５画目（左払い）（％）

払い

止め

はね

丸くはね
上げ

抜く

80 8.6 8.62.8

77.15 17.155.70

80 14.35.70

74.3 17.1 5.72.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ16-硬 「光」５画目（左払い）（％）

払い

止め

はね

丸くはね
上げ

 

４種それぞれの置き方で「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた比率は，硬筆

毛筆で同じ傾向を示し，横置き・斜め置きでの「書きやすい」の割合が低く，「書きにくい」

の割合が高い。書きにくい理由として，硬筆毛筆ともに，横置きの場合は「下から上に払

う形になる」点が指摘される。横置きによって生じる不自然な筆の動きを実感することで，

本来の動きとの差異をマイナスに評価した結果と考えられる。また，毛筆の場合，左払い

が止めとなる割合は，左側・横置きで１割に満たないのに対し，真っ直ぐ・斜め置きでは

２割弱に上る。硬筆の場合も同じ傾向を示すが，左側・横置きでの止めになる割合は，毛

筆の場合より高くなる。 
3.8 曲がりに関する分析結果 

「書きにくい」の割合は，硬筆毛筆ともに斜め置き・真っ直ぐの場合に高い。硬筆毛筆

の横置きが書きやすい理由として「曲がり部が縦線になる」点が挙げられていることから，

横置きでは，当該の点画要素における本来の形状や用筆が，紙を 90 度右回転させること

で特有な形や動きに変化する点が書きやすさの要因になっていると捉えられる。 

なお，硬筆では，曲がり部が折れの用筆に転じる割合が一律に高くなり，斜め置きでの

曲がりの用筆は半数に満たない。これに対して，毛筆の場合は曲がりの用筆になる割合が

高くなる。しかし，斜め置き・横置きでは７割強に留まる。 

４種それぞれの置き方で「書きやすい」

もしくは「書きにくい」と感じた比率は，

硬筆と毛筆とで類似した傾向を示し，左側

の場合「書きにくい」の割合はかなり低い。 
硬筆では，毛筆に比べて４種とも一気に

運筆される割合が下がり，特に斜め置き・

横置きで低い割合を示す。また，硬筆では， 
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94 42

76 20 4

74 20 6

84 4 12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ17-毛 「光」６画目 曲がり部（％）

曲がり

カーブ

折れ
51.4 5.7 42.9 0

54.3 5.7 40 0

42.9 5.7 45.7 5.7

51.4 0 48.6 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ17-硬 「光」６画目 曲がり部（％）

曲がり

カーブ

折れ

一直線

 

3.9 右払いに関する分析結果 

34 54 12

32 26 42

20 46 34

18 50 32

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ18-毛 「近」最終画（右払い）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

22.9 51.4 25.7

20 40 40

22.85 54.3 22.85

28.6 60 11.4

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ18-硬 「近」最終画（右払い）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

10 86 0004

14 62 44124

12 64 04612

18 74 0060

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ19-毛 「近」最終画（右払い）（％）

一節払
い

二節払
い

一節止
め

二節止
め

一節は
ね上げ

二節は
ね上げ

20 65.7 2.8508.62.85

25.7 34.3 8.62.917.111.4

25.7 40 5.7022.95.7

25.7 62.9 005.75.7

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ19-硬 「近」最終画（右払い）（％）

一節払
い

二節払
い

一節止
め

二節止
め

一節は
ね上げ

二節は
ね上げ

100 00

88 66

96 40

100 00

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ20-毛 「近」最終画右端の位置（％）

右端長
い

右端同
じ

右端短
い

85.7 8.65.7

71.4 28.6 0

71.4 14.314.3

74.3 17.18.6

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ20-硬 「近」最終画右端の位置（％）

右端長
い

右端同
じ

右端短
い

 

74.4 25.60

51.6 45.2 3.2

50 43.8 6.2

89.5 10.50

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ21-毛 「近」右払いの方向（％）

水平方
向

右上方
向

右下方
向

60.9 30.4 8.7

16.7 75 8.3

14.3 78.6 7.1

31.8 59.1 9.1

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ21-硬 「近」右払いの方向（％）

水平方
向

右上方
向

右下方
向

55.8 32.6 11.6

25.8 74.2 0

43.8 40.6 15.6

71.1 26.32.6

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ22-毛 「近」右払いの形（「二節払い」中）（％）

三角

穂先が
開いた
まま同
じ太さ

とげ
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54 46 0

22 74 2

34 60 6

40 50 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ23-毛 「近」最終画 太さ（始①→中②→終③）（％）

①＜②＜③

太さ一定

①＜②＝③

横置きが書きやすい理由に「筆を縦に抜く感覚で書ける」が挙げられることから，右払い

が他の点画要素に変化してプラス評価がなされていることがわかる。反面，横置きが書き

にくい理由には「右払いの特徴がつかめない」「払いの方向がわからない」が挙げられる。 
毛筆での二節払いの割合は左側の場合で９割弱に上る。これに対し，硬筆では二節払い

の出現率が４種それぞれの置き方ともに低い。全ての置き方で一節もしくは二節はね上げ

の割合が高く，この傾向は斜め置き・横置きで顕著になる。また，右払いの右端と，払い

以外の文字の右端の位置を比較すると，毛筆では真っ直ぐ・左側の場合 10 割が払いの右

端の方が長いのに対し，硬筆での払いの右端が長い割合は一律低く，特に斜め置きでの右

端が短い割合は著しい。 
加えて，硬筆での水平方向に払う割合は毛筆以上に下がり，斜め置き・横置きのほとん

どがはね上げる用筆となる。なお，毛筆での二節払いの用筆中，望ましい形状（三角形）

となる割合は，真っ直ぐの場合７割強，左側の場合も６割弱に上るのに対し，斜め置きで

は４割強，横置きに至っては２割強にしか及ばない。一方，穂先が開いたまま同一の太さ

で払う割合は，横置きでは７割強に上る。また，斜め置き・左側の場合は，他の２種では

ほとんど見られない，細くとがった形状の払いも１割強現れる。さらに，毛筆における，

しんにょうの，右払い直前までの右斜め下方向への運筆で，望ましい太さの変化（徐々に

太さを増していく）となる割合は，左側の場合５割強だが，真っ直ぐの場合は４割，斜め

置きは３割強，横置きでは２割強だけである。代わって，太さが一定となる割合は，真っ

直ぐの場合５割，斜め置きが６割，横置きで７割強となる。 
3.10 右回転の文字に関する分析結果 

「の」の場合，毛筆は，左側での「書きやすい」の割合が高く「書きにくい」の割合が

低い。硬筆は，毛筆に比べて左側での「書きやすい」が低い。また，斜め置きの「書きに

くい」はかなり低く，横置きでは高い。硬筆での「り」「ろ」「つ」も同様の傾向を示す。

左側が書きやすい理由には，硬筆で「文字の一番右の部分も体の左にあり体勢が楽」，毛筆

で「腕を抜く方向が自然」が挙げられる。一方で，書きにくい理由には，毛筆の斜め置き

で「筆を押すから」，硬筆毛筆の横置きで「上方向に押すように払うから」が挙げられる。

横置きの場合の書きやすい理由として「横払いの感覚」が挙げられることを勘案すると， 

硬筆での「書きにくい」の割合は，横置きで高く

真っ直ぐで低い一方，毛筆では，「書きにくい」は左

側で低く，斜め置き・真っ直ぐで高い。また，横置

きでは「書きやすい」が高めである反面，「書きにく

い」も高い値となる。書きやすい理由には，毛筆で

左側の場合「自分の方へ引いてくるので」が挙げら

れるのに対し， 書きにくい理由には，真っ直ぐの場

合「筆を押す形になるから」が挙げられる。一方で， 
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38 48 14

32 40 28

12 44 44

28 62 10

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ24-毛 「の」（右回転→払い）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

22.9 57.1 20

31.4 25.7 42.9

17.2 71.4 11.4

34.3 48.6 17.1

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ24-硬 「の」（右回転→払い）（％）

書きや
すい

どちら
でもな
い

書きに
くい（左
手で書
くには
不向
き）

98 2

92 8

86 14

98 2

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ25-毛 「の」終筆部の方向（％）

左斜め
下

真下

 

77.4 9.73.209.7

90.9 6.1030

93.6 3.23.200

79.3 6.903.4510.35

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ25-硬 「の」終筆部の方向（％）

左斜め
下

真下

右斜め
下

左斜め
上

真横

90 82

92 80

84 160

86 140

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ26-毛 「り」終筆部（払い）（％）

払い

止め

はね

94.3 2.852.850

80 5.714.30

74.3 11.411.42.9

71.4 14.311.42.9

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ26-硬 「り」終筆部（払い）（％）

払い

止め

はね

カーブ

 

47.9 43.8 8.3

61.2 34.7 4.1

54.6 38.6 6.8

54.3 34.8 10.9

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ27-毛 「つ」払いの方向〈用筆「払い」中〉（％）

左斜め
下

真横

左斜め
上

60.4 39.6

28.6 71.4

52.3 47.7

76.1 23.9

0% 10% 20%30% 40% 50% 60%70% 80% 90%100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ28-毛 「つ」払いの用筆〈用筆「払い」中〉（％）

穂先が
まとま
る

穂先が
開いた
まま

96 4

96 4

90 10

86 14

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100

%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ29-毛 「つ」右回転曲線部（円み）（％）

丸み

折れ

 
右回転終筆部の用筆が他の点画要素に転じて，プラスとマイナス双方の評価がなされてい

ると考えられる。なお，毛筆「り」の終筆部は，左側・横置きでの９割，真っ直ぐ・斜め

置きでの８割強が払いとなる。また，毛筆「の」の終筆部の方向は，真っ直ぐ・左側の場

合のほぼ 10 割が左斜め下になるのに対し，硬筆「の」の終筆部では，真っ直ぐ・左側の

場合に左斜め下以外の方向へ払う割合が高くなり，特に真横に払う割合が増加する。 
毛筆「の」での払いの用筆中，穂先をまとめながら払う，いわゆる望ましい用筆の割合

は，斜め置き・横置きで４割程度に留まる。一方，穂先が開いたまま同一の太さで筆を払

う割合は，斜め置き・横置きで６割程に上る。また，終筆部の方向は，斜め置き・横置き

で１割前後が真下となる。以上から，斜め置き・横置きは，書字者の感想に反して，実際
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のところは終筆が回転の後に回りきった形で払えていないことがわかる。 
毛筆「つ」での終筆部の方向は，左斜め下のいわゆる望ましい方向に払う割合が，左側

の場合５割に満たず，真横に払う割合とほぼ同率になる。また，払いの用筆中，穂先をま

とめながら払ういわゆる望ましい用筆の割合は，斜め置きでは５割程度，横置きに至って

は３割に満たない。一方，横置きでは，穂先が開いたまま同一の太さで筆を払う割合が７

割を超える。さらに，毛筆での右回転曲線部は，真っ直ぐ・斜め置きの約１割が折れの用

筆となる。 
3.11 左回転の文字に関する分析結果 

82 00 18

56.2 2.14.2 37.5

72 22 22

87.8 4.126.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ30-毛 「ん」抜く方向（用筆「抜く」中）（％）

右斜め上

真横

左斜め上

真上

75 3.112.5 9.4

55.2 3.45 24.1 17.25

48.3 10.3517.25 24.1

67.9 7.13.5521.45

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ30-硬 「ん」抜く方向（用筆「抜く」中）（％）

右斜め上

真横

左斜め上

真上

 

64 36

37.5 62.5

58 42

77.6 22.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

左側

横置き

斜め置き

真っ直ぐ

グラフ31-毛 「ん」終筆部の用筆（用筆「抜く」中）（％）

穂先がま
とまる

穂先が開
いたまま 60 40

46 54

56 44

62 38

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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左側の場合，硬筆毛筆に共通かつ「の」と同じ特徴として，「書きやすい」の割合が高

く「書きにくい」が低いことが挙げられる。また，硬筆で左側の場合，毛筆ほど「書きや

すい」が高く「書きにくい」が低くないことも「の」と共通する点である。毛筆は，右斜

め上に抜く割合が斜め置き・横置きで低い。硬筆は，４種とも毛筆に比べて右斜め上に抜

く割合が低い。 
毛筆での払いの用筆において，横置きの場合，穂先をまとめながら払う，いわゆる望ま

しい用筆の割合は４割に満たない一方，穂先が開いたまま同一の太さで筆を払う割合は６

割を超える。毛筆での山部転折部は，斜め置き・横置きで折れと丸みの割合がほぼ半々に

なる。 
3.12 縦書き・横書きに関する分析結果 

縦書きにおいて４種それぞれの置き方が「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じ

た比率は，硬筆毛筆で同様な傾向を示し，「書きやすい」の割合は左側が高く，「書きにく 
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い」の割合は左側が低く横置きが高い。左側の場合が書きやすい理由には，硬筆毛筆とも

に「文字全体が左手の前にあり縦で書きやすい」が挙げられる。一方，書きにくい理由に

は，横置きの場合，硬筆毛筆ともに「何を書いているかわからない」が挙げられる。 

横書きにおいて４種それぞれの置き方が「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じ

た比率も，硬筆毛筆で同じ傾向を示し，「書きやすい」の割合は斜め置きが低く，「書きに

くい」の割合は斜め置き・横置きで高い。書きにくい理由には，斜め置きで硬筆毛筆とも

に「文字が斜めになる」，横置きで「頭が混乱する」が挙げられる。 
以下，縦書き・横書きにおける，４種それぞれの置き方での基本点画の形状及び用筆に

関する分析結果を列挙する［紙面の都合上グラフ省略］。 

○曲がり部は，毛筆の場合，縦書き・横書きの違い及び半紙の置き方にかかわらず，単体 
に比べて曲がりになる割合が低い。硬筆の場合，毛筆に比べて曲がりの出現率は一様に 
低くなり，折れに転じる割合が著しく高くなる。 

○転折部は，毛筆での横書きの場合，半紙の置き方にかかわらず，折れになる割合が一律 
低い。代わって，曲がりの割合が高くなり，横置きに至っては３割以上となる。一方， 
硬筆の場合は毛筆の場合ほどの差異がない。 

○反りでは，毛筆での斜め置き・横置き・左側の縦書きで反りの用筆の割合が低い。硬筆 
では反りの割合がさらに下がり，特に真っ直ぐ・斜め置き・横置きでの差が激しい。折 
れの用筆が現れる率も毛筆に比べて著しく上がる。 

○右払いでは，毛筆の場合，半紙の置き方にかかわらず，単体ではほとんど見られない二 
節はね上げの割合が一様に高い。一方，硬筆の場合，縦書き・横書きの別にかかわらず， 
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斜め置き・横置きでは二節払いがほとんど見られず，一節もしくは二節はね上げの割合 
が高い。 

○右払いの右端と払い以外の文字の右端の位置を比べると，毛筆は，斜め置き・横置きの 
縦書きで文字より払いの右端が長い割合が低い。硬筆は，全ての場合で右端が長い割合 
が毛筆より下がり，特に縦書きでの割合が低い。 

○「の」の終筆部の方向は，硬筆の場合，斜め置き・横置きで，単体と縦書き・横書きと 
の差が顕著になる。 

○「り」の終筆部が払いになる割合は，硬筆毛筆ともに左側の単体の場合高くなる。また， 
紙の置き方にかかわらず，横書きの場合，払いになる割合は一律低くなる。 

 
４．まとめ ―左手書字に際しての紙の置き方と字形の関係に関する考察― 

左手書字者が毛筆での書写活動に臨む際，旧来の右手での筆使いを理解習得させるのか。

それとも，左手での筆使いを新たに考え提起するのか。 
先述の通り，書写教育において毛筆を用いるのは，毛筆が日本で用いてきている文字の

基本的な要素・形・動き等を学習するために有効な学習道具であると考えたことによる。

左手書字者が毛筆によって文字学習を行うために，まずは古来行われてきた筆使いをふま

えた上で，左手書写によってそれを習得するためにはどのような方策が効果的かを検討し

考察することが必須となる。その具体的な方法の一つとして，紙の置き方に関する考慮は，

左手による毛筆及び硬筆書写の際有効に働く要件になるとの見解に基づき，本論考ではそ

の検証を試みた。 
その結果，４種の置き方それぞれでの各基本点画に現れる形状や用筆の特徴は，多くの

場合，硬筆と毛筆で類似した傾向を示すこと，また，左手書字者が効果的な書写学習を行

う要件として，紙の置き方に関する配慮は有用な一方策となり得ることが明らかになった。

中でも，体の中心から左側へ紙をずらす置き方は，左手書字者の書写活動に有効に働く可

能性が総じて高い。ただし，点画要素によっては適する置き方が異なるので注意を要する。 
一方，横置きには，毛筆の場合でも硬筆の場合でも，［表４］にまとめた「書きにくさ」

を感じたり，さらには，別の（もしくは不自然な）要素や用筆に変化してしまう・字形の

理解や把握が困難になる等といった特有な問題が生じたりする。このことから，従来行わ

れてきた筆使いや字形を習得することに眼目をおいた際，横置きには無理があると言える。

書写学習ひいては文字学習といった観点から４種の紙の置き方を考察すると，横置きでの

書字には文字構造や用筆・字形の把握認識等といった側面に難点があることから，横置き

は，左手書字者の書写活動に寄与する紙の置き方として，その選択肢には含めない方がよ

いと考えられる。 
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［表４］横置きにおいて「書きやすい」もしくは「書きにくい」と感じた理由とその要因 

点画要素 横置きにおける「書きやすさ」（E）と「書きにくさ」（D） 

横 画 
E：「縦画と同じ感覚」「横線より縦線の方が書きやすい」…他の点画要素に変化してプラス評価 

D：「“一”という漢字を意識したときに不自然」…他の点画要素に変化してマイナス評価 

縦 画 
E：｢縦線の感覚でなく右から左への横線の感覚で書ける｣…他の点画要素に変化してプラス評価 

D：「全く違う文字を書いているようで違和感がある」…他の点画要素に変化してマイナス評価 

は ね 

D：「強引に筆を“押す”感じで動かさないと書けない」「左下から右上への動きは不自然」 

…（左手では書きにくい部分が横置きによって他の点画要素・用筆に変化し書きやすく感じるパ 

ターンが多い中で）横置きによって変化した用筆がマイナスに働く例 

左払い D：「上方向には払いにくい」…（「はね」同様）横置きによる不自然な筆の動きを実感する例 

曲がり E：「曲がる部分が唯一縦線になる」…本来の筆使いが特有なものに変化してプラス評価 

右払い 

E：｢縦に引くだけだから｣｢下に払うような感覚で書ける｣…他の点画要素に変化してプラス評価 

D：「右払いの特徴をつかめない」「下に向かって右払いのように書くのは難しい」 

…他の点画要素に変化してマイナス評価 

右回転 

E：〈り〉「“横払い”（左払い）の感覚」 〈つ〉「“し”を書く感覚」 

…他の点画要素に変化してプラス評価 

D：〈り・つ〉「上方向に払うことになる」「筆を押しやるようになる」 

…他の点画要素に変化してマイナス評価 

 
ところで，硬筆では，毛筆に比べて紙の置き方の違いに伴う形状や用筆の差異が現れに

くい場合があるのに対して，毛筆，特に大筆では，毛筆特有の毛の動きが重視され，用筆・

運筆の在り方や書字過程もわかりやすいために，紙の置き方による形状や字形等の違いが

より明確に現れることになる。以上の点から，毛筆での形状・用筆・字形の方が，硬筆よ

りも紙の置き方の違いをより大きく反映しやすいと考えられる。このことは，左手書字に

関わる諸課題は毛筆の場合により生じやすいとも換言できる。一方で，左手硬筆書写には，

［表５］のように左手毛筆書写には見られない特有な困難点が存在する。 
［表５］左手毛筆書写の場合と比較した際の左手硬筆書写に特有な困難点 

点画要素 左 手 硬 筆 書 写 の 困 難 点 

反 り 望ましい用筆（反り）の割合が低く，折れもしくは直線に転じる。 

曲がり 望ましい用筆（曲がり）の割合が低く，折れの出現率が高い。 

右払い 

○望ましい用筆（二節払い）の出現率が低く，一節はね上げもしくは二節はね上げの割合が高い。 

○望ましい方向（水平方向）に払う割合が低く，右上方向に払う（＝はね上げる）割合が高い。 

○右払いの右端が，払い以外の文字の右端より短くなる割合が高い。 

○斜線部角度のばらつきが激しい。 

右回転 曲線部が望ましい用筆（丸み）になる割合が低く，折れの出現率が高い。 
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さらに，左手書字では，［表６］に示す，４種の紙の置き方全てに共通する特有な困難

点も生じる。［表５］の結果とも考え合わせ，左手書字者の書写学習において各点画要素に

関する理解を促すためには，紙の置き方への配慮に加えてどのような方策が有効であるか

検証することが求められる。

［表６］紙の置き方の違いにかかわらない左手書字共通の困難点

点画要素・書式 左 手 書 字 に お け る 共 通 課 題

硬

毛

曲がり・縦書き／横書き 曲がりになりにくく，カーブもしくは折れになる。

右回転・横書き 〈り〉終筆部が払いになる割合が低い。

硬

筆

はね・縦書き／横書き はねになりにくく，止めもしくは抜く用筆になる。

右払い・縦書き 右払いの右端が払い以外の文字の右端より短い。

毛

筆

折れ・横書き 折れになりにくく，曲がりになる。

反り・単 体 送筆部で線が細くなりにくく，太さが一定。

右払い・縦書き 二節はね上げの用筆になる。

右回転・横書き 〈の〉終筆部の方向が斜め下になる割合が低い。

左回転・横置き 〈ん〉終筆部が抜く用筆になる割合が低い。
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